
氏名 滝川　幸司

学部担当科目

・中古物語論（前期）
・和歌歌謡論（後期）
・比較交流論（前期）
・言語・文学（一）（通年）
・講読（二）（通年）
・演習Ⅰ、Ⅱ（通年）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・比較言語文化論
・
・
・

授業科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

中古文学会、和歌文学会、和漢比較文学会

天皇と文芸に関する研究、菅原道真研究、平安前期詩人歌人伝記研究

特になし

中古文学会関西部会運営委員、和歌文学会委員・例会委員、和漢比較文学会常任理事・編
集委員・論集編集委員会副委員長、源氏物語を原文で読む会講師（市民自主講座）、大阪
倶楽部講師

大阪大学大学院文学研究科国文学専攻博士後期課程修了

博士（文学/大阪大学）

平安文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 特になし

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員、ネットワーク委員

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・平安文学論
・
・
・



単

単

単

④

②

⑤

①

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

③菅原是善伝考　下

（学会発表）

①菅原道真の位置─儒家から
見た詩人無用論─

②菅原是善伝考　上

②

③

④

菅原是善の伝記考証。57─92p

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2011年11月

2012年3月

2012年3月

官界における道真の立場について、
儒家が発した「詩人無用」の声を軸
にした論じた。1─15p

菅原是善の伝記考証。1─23p

国語と国文学88-11

奈良大学大学院研究
年報17

奈良大学紀要40


